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Mammalian autophagy is essential for hepatic
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整理番号 754 氏　名 高木　彩乃
論文審査委員
（学位論文審査の結果の要旨）（明朝体11ポイント、600字以内で作成のこと。）
生体は飢餓状態におけるエネルギー代謝維持機構としてオートファジーを利用している。噴乳
類でも飢餓状態でオートファジーが誘導されるが、その生理的意義は明らかになっていない。
本研究は、飢餓状態での糖新生、ケトン合成におけるオートファジーの生理的意義について、
肝臓、腎近位尿細管、骨格筋の各臓器特異的にautophagy「relatedgene5（ATG5）蛋白を欠損す
る遺伝子改変マウスを用いて、以下の点を明らかにした。
1）飢餓状態の糖新生に対して、肝臓、近位尿細管、骨格筋に誘導されるオートファジーは関与
しないこと。
2）飢餓状態で肝臓に誘導されるオートファジーは、ケトン合成に関与していること。
3）飢餓状態で腎近位尿細管に誘導されるオートファジーは、ケトン合成に関与していること。
4）飢餓状態で骨格筋に誘導されるオートファジーは、ケトン合成に関与しないこと。
5）オートファジーは臓器における脂肪滑形成に関与していること。
本論文は、飢餓状態で誘導されるオートファジーの生理的意義について新しい知見を与えたも
のであり、最終試験として論文内容に関連した試問を受け合格したので、博士（医学）の学位
論文に値するものと認められた。
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